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◇

海
外
に
お
け
る
原
爆
報
道

平
和
、
恐
怖
と

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士

―
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
聞
に
於
け
る
原
爆
投
下
の
報
道

―

バ
ー
ナ
ビ
ー

ブ
レ
ー
デ
ン

「
世
界
一
恐
ろ
し
い
破
壊
力
を
も
つ
米
国
の
新
兵
器
―
い
わ
ゆ
る
原
子
爆
弾

―
は
今
日
連
合
軍
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
使
用
さ
れ
た
。」
最
も
早
く
原
爆
投
下

を
伝
え
た
八
月
七
日
の
『T

he
H
erald

』
の
記
事
は
こ
の
報
道
か
ら
始
ま
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
聞
は
連
合
軍
と
い
う
《
加
害
者
側
》
に
立
ち
な
が
ら
、

米
英
加
の
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
計
画
仲
間
か
ら
外
さ
れ
た
《
傍
観
者
》
と
し
て
原
爆

の
投
下
に
反
応
し
た
。
原
爆
の
使
用
や
核
時
代
の
到
来
に
対
す
る
強
い
不
安
が

表
現
さ
れ
て
い
る
一
方
、
顕
著
な
原
爆
批
判
は
殆
ど
見
当
た
ら
な
い
。
原
爆

投
下
は
《
行
為
》
と
い
う
よ
り
《
出
来
事
》、
人
類
へ
の
《
教
訓
》
や
乱
れ
た

世
界
に
平
和
を
も
た
ら
す
《
手
段
》
と
し
て
論
じ
ら
れ
た
。

当
初
の
記
事
を
読
ん
で
い
る
と
《
原
爆
》
を
望
遠
鏡
を
逆
手
に
持
ち
か
え

て
眺
め
た
よ
う
な
、
ず
っ
と
遠
い
感
じ
が
す
る
。
こ
の
距
離
感
は
情
報
源
や
報

道
経
路
の
問
題
だ
け
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
原
爆
投
下
と
い
う
行
為
が
、
戦

争
＝
科
学
＝
文
明
の
神
話
的
要
素
と
し
て
解
釈
さ
れ
、
傍
観
者
の
《
歴
史
》

に
昇
華
さ
れ
て
い
く
過
程
に
於
け
る
一
種
の
眼
差
し
の
屈
折
作
用
を
読
み
取
れ

る
。

強
大
原
子
爆
弾
の
秘
密
明
ら
か
に

「
地
震
爆
弾
」
二
〇
〇
〇
倍
の
力

巨
大
な
力
の
問
題
を
科
学
者
が
解
決

日
本
の
一
都
市
に
試
用
さ
れ
る

―
Ａ
Ａ
Ｐ
*1

世
界
一
恐
ろ
し
い
破
壊
力
を
も
つ
米
国
の
新
兵
器

―
い
わ
ゆ
る
原
子

爆
弾

―
は
今
日

連
合
軍
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
使
用
さ
れ
た
。

*2

日
本
国
広
島
市
に
投
下
さ
れ
た
。

結
果
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い

―
都
市
は
煙
の
幕
に
い
ま
だ

包
ま
れ
て
い
る

―
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
試
験
爆
発
の
結
果
か
ら
推
測
す

れ
ば
、
人
口
三
一
万
八
千
人
の
こ
の
都
市
は
一
瞬
に
し
て
跡
形
も
な
く
壊

滅
し
た
可
能
性
が
高
い
。

（
『T

he
H
erald

』
（
メ
ル
ボ
ル
ン
）
一
九
四
五
年
八
月
七
日
火
曜
日
・
図
Ⅰ
）

原
子
爆
弾
で
戦
争
は
終
わ
る
か

恐
ろ
し
い
新
兵
器

平
和
の
大
き
な
可
能
性―

本
紙
特
派
員
及
び
Ａ
Ａ
Ｐ

「
太
平
洋
戦
争
は
終
わ
っ
た
。
」
日
本
国
広
島
市
に
原
子
爆
弾
が
投
下

さ
れ
た
事
実
を
ト
ル
ー
マ
ン
米
大
統
領
が
月
曜
日
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
演

説
で
明
ら
か
に
し
た
際
、
ワ
シ
ン
ト
ン
及
び
ロ
ン
ド
ン
で
の
反
応
は
こ
ん
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な
も
の
で
あ
っ
た
。
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
米
国
陸
軍
長
官
の
話
で
は
、
こ
の
爆

弾
は
「
太
平
洋
戦
争
を
短
縮
す
る
た
め
の
大
き
な
カ
ギ
と
な
る
だ
ろ
う
」
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
タ
イ
ム
ス
紙
の
ワ
シ
ン
ト
ン
記
者
に
よ
れ
ば
、
今
後
日
本

に
対
し
て
多
く
の
原
子
爆
弾
に
よ
る
大
規
模
な
攻
撃
が
予
想
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
原
爆
の
雨
に
降
ら
れ
て
は
、
日
本
は
戦
い
を
持
続
で
き

な
く
な
る
だ
ろ
う
。（
中
略
）

広
島
市
は
爆
弾
投
下
直
後
か
ら
見
通
せ
な
い
煙
の
幕
に
包
ま
れ
て
お

り
、
そ
の
現
状
は
ま
だ
明
確
で
は
な
い
。

ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
は
昨
日
、
広
島
市
が
「
か
な
り
の
損
害
を
受
け

た
」
と
伝
え
、
広
島
県
内
に
電
車
の
運
行
見
合
わ
せ
な
ど
を
発
表
し
た

。

*3

ま
た
、
日
本
の
同
盟
通
信
社
の
報
道
に
基
づ
き
「
爆
弾
は
落
下
傘
付
き
で

投
下
さ
れ
、
空
中
で
爆
発
し
た
。
数
多
く
の
住
宅
が
破
壊
さ
れ
、
数
ヵ
所

で
火
事
が
起
こ
っ
た
」
と
伝
え
た
。
さ
ら
に
同
盟
通
信
社
は
日
本
国
民
に

次
の
よ
う
に
呼
び
か
け
た

―
〔
爆
弾
の
破
壊
力
を
軽
視
で
き
な
い
。
し

か
し
す
べ
て
の
兵
器
に
は
弱
点
が
あ
る
。
当
局
は
現
在
、
原
子
爆
弾
を
無

効
に
す
る
方
法
を
調
査
し
て
い
る
。
〕
*4

（
『Sydney

M
orning

H
erald

』
（
シ
ド
ニ
ー
）
同
八
月
八
日
水
曜
日
夕
刊
・
図
Ⅱ
）

原
子
爆
弾
で
戦
争
を
短
縮
す
る

新
兵
器
の
恐
る
べ
き
力

日
本
が
警
告
を
受
け
る

―
ワ
シ
ン
ト
ン
・
七
日
・
Ａ
Ａ
Ｐ

対
日
戦
争
を
短
縮
す
る
た
め
に
は
、
原
子
爆
弾
は
大
き
な
カ
ギ
に
な
る

こ
と
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
。
ス
テ
ィ
ム
ソ
ン
米
国
陸
軍
長
官
は
今
日
、

原
爆
の
爆
発
力
が
想
像
を
絶
す
る
も
の
だ
と
語
っ
た
。
一
方
、
さ
ら
に
強

力
な
兵
器
を
こ
れ
か
ら
必
ず
開
発
す
る
こ
と
を
科
学
者
た
ち
は
明
ら
か
に

し
た
。

爆
弾
の
詳
細
に
関
し
て
は
、
近
日
科
学
レ
ポ
ー
ト
が
発
表
さ
れ
る
と
の

期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。

新
爆
弾
の
成
功
か
ら
、
次
の
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

①
こ
の
兵
器
の
脅
威
に
よ
っ
て
、
日
本
と
の
戦
争
は
幕
を
閉
じ
る
の
み
な

ら
ず
、
戦
争
そ
の
も
の
も
地
球
上
か
ら
姿
を
消
す
に
ち
が
い
な
い
。
こ

の
兵
器
を
相
手
に
し
て
は
、
ど
ん
な
強
大
な
軍
隊
で
さ
え
一
週
間
も
戦

い
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

②
英
米
両
国
の
み
が
こ
の
新
発
明
を
独
占
し
続
け
る
限
り
、
そ
の
他
の
国

は
比
較
す
る
に
あ
た
か
も
電
力
や
蒸
気
力
が
発
明
さ
れ
な
か
っ
た
か
の

よ
う
に
戦
力
に
欠
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

③
将
来
、
原
子
力
の
開
発
に
よ
り
、
石
炭
・
電
力
・
ガ
ス
と
い
う
古
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
退
化
が
予
想
さ
れ
る
。
従
っ
て
、
労
働
党
政
府
は
石

炭
・
電
力
・
ガ
ス
産
業
の
援
助
や
全
国
統
一
事
業
に
無
駄
な
時
間
を
費

や
さ
な
い
べ
き
で
あ
ろ
う
。

米
国
の
新
爆
弾
は
昨
日
、
広
島
と
い
う
人
口
三
〇
〇
、
〇
〇
〇
人
の
都

市
に
初
め
て
使
用
さ
れ
た
。
結
果
は
ま
だ
発
表
さ
れ
て
い
な
い
。

ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
に
よ
る
と
、
爆
弾
は
広
島
の
上
空
か
ら
落
下
傘

付
き
で
投
下
さ
れ
、
空
中
で
爆
発
し
た
。
多
数
の
住
宅
が
破
壊
さ
れ
、
数

箇
所
で
火
事
が
起
こ
っ
た
と
い
う
。

（
『T

he
A
ge

』
（
メ
ル
ボ
ル
ン
）
同
八
月
八
日
水
曜
日
・
図
Ⅲ
）
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ⅠⅡ

Ⅲ

本
稿
で
は
、L

ittle
B
oy

が
広
島
に
投
下
さ
れ
「A

tom
B
om
b

」
と
い
う

言
葉
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
デ
イ
ア
で
初
め
て
用
い
ら
れ
て
か
ら
約
一
週

間
、
日
刊
・
週
刊
新
聞
に
於
け
る
原
爆
報
道
を
調
査
す
る
。
一
週
間
と
い
う

期
間
は
、
原
爆
投
下
の
詳
細
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
各
地
の
新
聞
で
報
道
さ
れ

た
一
九
四
五
年
八
月
八
日
か
ら
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
が
伝
え
ら
れ
る
十
五

日
ま
で
の
間
で
あ
り
、
新
聞
上
の
議
論
が
戦
争
の
世
界
か
ら
戦
後
の
世
界
へ

と
移
る
転
換
期
に
あ
た
る
。
こ
こ
で
は
、
一
週
間
の
新
聞
記
事
を
①
原
爆
投

下
を
対
日
戦
争
の
一
環
と
し
て
扱
う
報
道
、
②
戦
争
後
に
予
想
さ
れ
た
核
時

代
の
世
界
秩
序
に
関
す
る
見
解
と
、
③
近
代
科
学
の
発
展
や
人
類
の
未
来
そ

の
も
の
に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
い
さ
さ
か
抽
象
化
さ
れ
た
か
た
ち
で
原
爆

投
下
を
扱
う
報
道
の
三
種
類
に
分
け
て
論
じ
る
。
先
ず
、
各
新
聞
の
原
爆
報

道
の
前
提
と
な
っ
た
当
時
の
海
外
ニ
ュ
ー
ス
の
あ
り
方
を
確
認
し
よ
う
。
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〇･
･
･

英
米
経
由
の
原
爆
報
道

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
各
紙
の
戦
争
報
道
は
英
米
の
メ
デ
ィ
ア
に
準
ず
る
こ
と

が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
当
時
、
対
日
戦
争
で
太
平
洋
に
派
兵
し
て
い
た
連
合

国
の
一
つ
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
於
い
て
反
日
・
親
英
米
感
情
が
強

か
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
、
新
聞
報
道
に
於
い
て
は
、
そ

れ
以
上
に
英
語
圏
・
英
帝
国
の
辺
境
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
立
場
的

認
識
が
強
く
表
れ
て
お
り
、
こ
の
認
識
は
当
初
の
原
爆
報
道
の
あ
り
方
に
大

き
く
関
係
し
て
い
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
聞
で
は
、
原
爆
に
関
す
る
主
な
情
報
源
は
広
島
と

長
崎
で
も
な
け
れ
ば
、
ハ
ワ
イ
、
マ
ニ
ラ
、
グ
ア
ム
、
サ
イ
パ
ン
な
ど
で
も

な
く
、
ロ
ン
ド
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
記
事
の
多
く
は
英

米
の
新
聞
を
引
用
し
、
或
い
は
そ
れ
を
典
拠
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
冒
頭
で

あ
げ
た
『T

he
A
ge

』
記
事
中
の
見
解
も
、
ロ
ン
ド
ン
の
『D

aily
M
ail

』
紙

（
前
日
日
付
）
に
掲
載
さ
れ
た
同
紙
科
学
部
記
者J.L

.
D
avies

の
解
説
を
引

用
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
当
時
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
海
外

ニ
ュ
ー
ス
はA

ustralian
A
ssociated

P
ress

（
Ａ
Ａ
Ｐ
＝
豪
州
連
合
通
信
社
）

と
い
う
、
ロ
ン
ド
ン
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
両
都
市
に
本
拠
を
設
け
、
米
領
グ
ア

ム
や
マ
ニ
ラ
に
特
別
支
局
を
も
つ
報
道
機
関
か
ら
発
信
さ
れ
た
も
の
が
殆
ど

で
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
聞
独
自
の
特
派
員
が
戦
場
に
派
遣
さ
れ
た
場
合
で
も
、

Ａ
Ａ
Ｐ
や
英
国
の
ロ
イ
タ
ー
通
信
社
と
共
同
通
信
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

一
九
三
八
年
に
刊
行
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
メ
デ
ィ
ア
調
査
書
『
新
聞

・
雑
誌
・
ラ
ジ
オ
と
海
外
事
情
』
で
は
、
新
聞
の
海
外
ニ
ュ
ー
ス
報
道
に
以

下
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
た
。
*5

ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
か
ら
の
報
道
が
僅
か
で
あ
り
、
不
十
分
で
あ
る
。

●●

新
聞
の
海
外
ニ
ュ
ー
ス
の
約
八
五
％
は
イ
ギ
リ
ス
か
ら
発
信
さ
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
聞
報
道
は
主
に
イ
ギ
リ
ス
を
主
体
と
し
、
い
わ

ば
イ
ギ
リ
ス
人
の
目
か
ら
見
た
世
界
を
描
く
。
従
っ
て
、
報
道
の
内
容

や
観
点
に
は
か
な
り
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い
る
。

●

Ａ
Ａ
Ｐ
な
ど
の
通
信
社
か
ら
新
聞
社
へ
発
信
さ
れ
る
事
件
や
状
況
の
報

道
は
断
片
的
で
一
貫
性
が
な
く
、
前
後
関
係
が
は
っ
き
り
し
な
い
た
め
、

事
態
の
全
体
像
が
読
者
に
と
っ
て
つ
か
み
に
く
い
。

以
上
の
よ
う
な
問
題
点
は
一
九
四
五
年
の
原
爆
報
道
に
於
い
て
も
認
め
ら

れ
る
。
「
イ
ギ
リ
ス
人
の
目
か
ら
見
た
世
界
」
と
い
う
英
国
依
存
症
は
特
に

目
立
つ
。
一
九
四
二
年
の
ビ
ル
マ
戦
、
珊
瑚
海
戦
や
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
上
陸
を
き
っ
か
け
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
民
は
軍
事
的
に
は

既
に
イ
ギ
リ
ス
よ
り
ア
メ
リ
カ
を
頼
り
に
し
て
い
た
が
、
一
方
イ
ギ
リ
ス
へ

の
文
化
的
・
情
報
的
依
存
は
根
強
か
っ
た

。
原
子
爆
弾
は
「
米
国
の
秘
密

*6

兵
器
」
と
し
て
語
ら
れ
る
が
、
一
方
、
投
下
後
数
日
間
の
報
道
で
は
、
ア
メ

リ
カ
よ
り
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
を
出
所
な
い
し
主
体
と
す
る
も
の
が
多
い
。
例

え
ば
、
原
爆
の
使
用
を
最
も
早
く
伝
え
た
『T

he
H
erald

』
八
月
七
日
夕
刊

に
は
、
原
爆
に
関
す
る
全
十
四
記
事
の
う
ち
、
ロ
ン
ド
ン
が
出
所
と
し
て
記

さ
れ
て
い
る
も
の
が
八
篇
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が
三
篇
、
ワ
シ
ン
ト
ン
が
一
篇
、

米
領
マ
ニ
ラ
が
一
篇
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
Ａ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
も
の
が
十
一
篇
も

あ
る
。
ま
た
『T

he
A
ge

』
に
は
八
月
八
日
、
九
日
、
十
日
付
を
あ
わ
せ
て

三
十
二
記
事
中
、
出
所
が
ロ
ン
ド
ン
の
記
事
は
十
九
篇
、
ワ
シ
ン
ト
ン
六
篇
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
三
篇
、
グ
ア
ム
二
篇
で
あ
り
、
Ａ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
報
道
が
二
十

八
篇
で
あ
る
。
そ
の
他
の
新
聞
に
於
い
て
も
同
じ
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
*7
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①･
･
･

太
平
洋
戦
争
の
一
環
と
し
て
の
原
爆
投
下

以
下
述
べ
る
よ
う
に
、
原
爆
投
下
以
後
、
原
子
力
や
核
兵
器
の
正
否
が
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
聞
に
於
い
て
広
く
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ

ろ
が
、
原
爆
投
下
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
行
為
そ
の
も
の
は
対
日
戦
争
の
一
環

と
し
て
、
日
本
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
、
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
の
受
諾
（
＝
降
伏
）

を
催
促
す
る
た
め
の
も
う
一
つ
の
手
段
と
し
て
無
反
省
で
報
道
さ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
。
こ
の
文
脈
に
於
い
て
、
原
爆
投
下
に
対
す
る
語
り
口
は
主
に

爆
弾
の
科
学
的
・
軍
事
的
「
成
功
」
を
強
調
す
る
の
で
あ
っ
た
。
以
下
『T

he

A
ge

』
八
月
九
日
～
十
日
の
記
事
を
見
て
み
よ
う

―

広
島
の
恐
ろ
し
い
運
命

一
都
市
が
瓦
礫
・
灰
と
化
す

東
京
―
も
の
す
ご
い
衝
撃

―
グ
ア
ム
・
八
日
・
本
紙
特
派
員
及
び
Ａ
Ａ
Ｐ

原
爆
投
下
後
に
広
島
の
上
空
か
ら
撮
影
さ
れ
た
写
真
に
は
そ
の
都
市
の

悲
劇
が
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
原
爆
と
い
う
火
山
で
破
壊
さ
れ
た

．
．

地
域
は
一
面
の
灰
と
瓦
礫
と
な
り
、
補
強
さ
れ
た
壁
だ
け
が
所
々
ぽ
つ
ん

と
た
ち
残
っ
て
い
る
だ
け
の
い
た
ま
し
い
光
景
で
あ
る
。
ス
パ
ー
ツ
将
軍

の
代
表
に
よ
る
と
、
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
と
同
じ
大
き
さ
だ
っ
た
広
島
市
の
約

六
割
が
原
爆
で
壊
滅
し
た
と
い
う
。

原
子
爆
風

無
比
の
兵
器

「
原
子
爆
弾
の
完
成
に
よ
っ
て
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
に
あ
る
我
が
国
の
ス

ー
パ
ー
フ
ォ
ー
ト
レ
ス
飛
行
隊
は
想
像
を
絶
す
る
威
力
を
与
え
ら
れ
た
。

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
原
爆
に
比
較
で
き
る
も
の
は
な
い
。
も
し
原

爆
を
一
千
弾
投
下
す
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
か
つ
て
ポ
ン
ペ
イ
や
東
京
を
襲

っ
た
火
山
や
地
震
の
破
壊
力
を
は
る
か
に
超
え
る
。
」
と
ス
パ
ー
ツ
将
軍

は
述
べ
た
。
ま
た
、
も
し
仮
に
原
爆
を
使
わ
ず
に
同
じ
効
果
を
得
る
と
す

れ
ば
、
広
島
上
空
に
爆
撃
機
を
二
千
機
ほ
ど
送
り
、
そ
の
搭
載
爆
弾
を
一

斉
に
投
下
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
説
明
し
た
。（
以
下
省
略
）

（
『T

he
A
ge

』
九
日
木
曜
日
）

長
崎
に
原
子
爆
弾

日
本
歴
史
上
最
悪
の
一
日

―
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
九
日
・
本
紙
特
派
員
及
び
Ａ
Ａ
Ｐ

ロ
シ
ア
の
参
戦
宣
言
と
二
度
目
の
原
爆
攻
撃
と
が
重
な
っ
た
今
日
と
い

う
日
は
、
日
本
歴
史
上
最
悪
の
一
日
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
今
日
も

ま
た
、
ハ
ル
ゼ
ー
海
軍
提
督
が
率
い
る
英
米
両
国
の
飛
行
隊
が
本
州
北
部

を
攻
撃
し
た
日
で
も
あ
る
。
さ
ら
に
、
夜
明
け
と
共
に
凡
そ
五
〇
〇
ト
ン

の
焼
夷
弾
が
福
山
に
投
下
さ
れ
、
大
火
災
を
引
き
起
こ
し
た
。
わ
ず
か
十

二
時
間
で
与
え
ら
れ
た
こ
の
四
つ
の
攻
撃
は
日
本
に
と
っ
て
致
命
的
と
い

っ
て
い
い
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
政
府
は
そ
れ
で
も
敗
北
を
認
め
ず
無
理
に

戦
争
を
続
け
よ
う
と
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
ロ
シ
ア
軍
が
日
本
に
対
し
て
最
初
の
攻
撃
を
行
お
う
と
し
て

い
た
正
午
十
二
時
に
、
第
二
段
の
原
子
爆
弾
は
そ
の
恐
る
べ
き
破
壊
力
を
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長
崎
に
浴
び
せ
た
。
爆
撃
機
乗
組
員
の
話
に
よ
れ
ば
結
果
は
成
功
で
あ
っ

た
。
爆
発
の
様
子
は
広
島
と
ほ
ぼ
同
じ
だ
っ
た
が
、
広
島
市
よ
り
小
さ
い

長
崎
市
で
は
、
原
爆
の
破
壊
効
果
が
な
お
期
待
さ
れ
て
い
る
。
長
崎
市
（
人

口
二
五
三
、
〇
〇
〇
人
）
は
九
州
西
部
の
重
要
な
港
で
あ
り
、
中
国
へ
の

軍
事
運
輸
の
基
点
で
あ
る
た
め
、
今
日
の
原
爆
攻
撃
は
ロ
シ
ア
軍
の
戦
闘

と
関
連
し
て
い
る
に
ち
が
い
な
い
。

長
崎
市
は
四
方
を
海
抜
三
～
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
の
岩
だ
ら
け
の
山

で
囲
ま
れ
て
お
り
、
い
わ
ば
カ
ッ
プ
状
に
凹
ん
だ
地
形
の
底
に
位
置
し
て

．
．
．
．

い
る
。
爆
弾
は
こ
の
凹
み
の
中
に
投
下
さ
れ
た
た
め
、
そ
の
力
が
集
中
さ

れ
増
大
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

（
『T

he
A
ge

』
十
日
金
曜
日
）

被
爆
地
で
の
人
道
的
な
悲
劇
よ
り
も
原
爆
の
科
学
的
・
軍
事
的
な
「
成
功
」

を
強
調
す
る
こ
の
語
り
口
に
は
、
日
本
に
対
す
る
恐
怖
と
、
戦
時
中
に
形
成

さ
れ
た
凶
暴
で
非
人
道
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
明
ら
か
に
関
係
し
て
い
る

。
例

*8

え
ば
「
日
本
が
敗
北
を
認
め
ず
戦
争
を
続
け
る
限
り
、
長
年
戦
争
欲
と
肉
欲

と
を
兵
隊
に
叩
き
込
ん
で
き
た
こ
の
凶
暴
な
民
族
に
対
し
て
、
原
子
爆
弾
の

使
用
は
正
当
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
」
と
い
う
十
日
付
『S

ydney
M
orning

H
erald

』
の
社
説
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
一
九
四
二
年
二
月
か
ら

数
十
回
に
わ
た
っ
て
空
襲
を
受
け
、
日
本
軍
の
南
進
に
最
も
脅
か
さ
れ
た
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
北
部
の
新
聞
で
は
、
原
爆
の
科
学
的
「
成
功
」
は
敵
を
や
っ
．
．

つ
け
る
能
力
と
し
て
さ
ら
に
強
調
さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
九
日
木
曜
日
の

．
．
．

『C
ourier

M
ail

』
（
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
）
の
第
一
面
は
次
の
通
り
で
あ
る

―

ジ
ャ
ッ
プ
の
一
都
市
焼
死
す
る

．

．

．

．

原
子
爆
弾
・
四
平
方
哩
を
焦
が
す

．

．

．

マ
イ
ル

月
曜
日
に
原
爆
を
落
と
さ
れ
た
日
本
の
「
死
の
都
市
」
広
島
は
ま
る
で

灰
の
山
と
化
し
た
。
こ
の
事
実
は
同
日
の
午
後
に
上
空
か
ら
撮
影
さ
れ
た

写
真
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
は
昨
日
、
ブ
リ
ス
ベ

ー
ン
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
の
広
島
市
が
「
今
や
悲
惨
な
残
骸
」
と
な
り
、

原
爆
で
「
都
心
の
全
て
の
生
き
物
が
焼
死
し
た
」
と
伝
え
た
。
広
島
市
街

全
七
平
方
哩
の
う
ち
、
凡
そ
四
・
一
平
方
哩

が
「
全
滅
し
た
」
こ
と
が

*9

偵
察
写
真
で
わ
か
っ
た
。「
全
滅
地
帯
」
内
に
は
五
つ
の
工
場
が
あ
っ
た
。

「
全
滅
地
帯
」
以
外
に
も
被
害
が
確
認
さ
れ
た
。（
以
下
省
略
）

融
解
し
た
粉
塵
の
雲

―
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
八
日

米
空
軍
に
目
撃
さ
れ
、
現
在
広
島
の
上
空
に
漂
っ
て
い
る
大
き
な
粉
塵

の
雲
の
正
体
は
融
解
し
た
岩
石
だ
そ
う
で
あ
る
。
物
理
学
者
の
話
で
は
、

地
球
の
大
気
圏
か
ら
消
え
る
ま
で
数
ヶ
月
が
か
か
る
。
巨
大
な
火
山
の
噴

火
で
上
空
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
粉
塵
が
地
球
の
反
対
側
ま
で
広
が
る
と
同

様
に
、
も
し
原
子
爆
弾
が
頻
繁
に
使
用
さ
れ
た
場
合
、
地
球
全
体
の
気
圏

が
塵
に
包
ま
れ
、
そ
の
反
映
効
果
で
世
界
各
地
か
ら
美
し
く
茜
色
に
染
ま

っ
た
夕
日
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
原
子
核
が
分
裂
す
る
際
、
原

子
の
周
辺
が
熱
を
帯
び
、
固
体
が
溶
解
し
白
熱
す
る
。
爆
心
地
は
「
溶
岩

の
穴
」
と
化
し
、
周
辺
に
は
「
全
滅
地
帯
」
が
広
が
り
、
さ
ら
に
遠
く
の
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地
域
は
爆
発
の
振
動
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
。

ジ
ャ
ッ
プ
に
対
す
る
新
し
い
要
求

．
．
．
．

火
曜
日
に
、
英
国
内
閣
が
対
日
戦
争
終
結
へ
の
原
子
爆
弾
の
影
響
を
話

し
合
っ
た
。
一
方
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
も
う
す
ぐ

「
降
伏
か
死
か
」
の
最
終
警
告
を
日
本
に
発
す
る
と
い
う
噂
で
煮
え
た
ぎ

．
．
．
．

っ
て
い
た
。
あ
る
情
報
に
よ
れ
ば
、
日
本
が
四
十
八
時
間
以
内
に
降
伏
し

．
．

な
い
場
合
、
大
規
模
な
原
爆
攻
撃
で
全
滅
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
。
日
本
国

内
閣
は
現
在
「
内
外
事
情
」
を
め
ぐ
っ
て
会
議
を
開
い
て
い
る
そ
う
で
あ

る
。
ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
は
日
本
国
民
に
さ
ら
な
る
攻
撃
に
備
え
る
よ

う
呼
び
か
け
て
い
る
。
米
海
軍
の
代
表
者
は
昨
日
、
「
日
本
国
民
に
原
爆

の
存
在
を
信
じ
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
さ
ら
に
四
、
五
箇
所
の
都
市
へ
投

下
し
て
み
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
話
し
た
。
東
京
で

の
放
送
は
、
「
原
子
爆
弾
」
と
い
う
言
葉
を
未
だ
用
い
ず
「
爆
弾
に
よ
る

攻
撃
」
と
だ
け
伝
え
て
い
る
。
*10

②･
･
･

原
爆
と
世
界
秩
序

原
爆
投
下
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
最
も
有
名
な
週
刊
誌
『T

he
B
ulletin

』

で
次
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
た

―
恰
も
落
雷
の
よ
う
に

世
界
の
歴
史
に
於
い
て
恐
ろ
し
い
意
味
を
も
つ
一
九
四
五
年
八
月
六
日

と
い
う
日
に
、
米
大
統
領
ト
ル
ー
マ
ン
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
「
二
〇
〇
万

キ
ロ
の
Ｔ
Ｎ
Ｔ
よ
り
強
力
で
、
英
国
が
開
発
し
た
地
震
爆
弾
の
二
〇
〇
〇

倍
の
爆
発
力
を
も
つ
こ
の
爆
弾
」

―
以
前

「
戦
争
史
上
最
強
の
爆
弾
」

*11

―
は
米
軍
の
飛
行
機
か
ら
日
本
国
広
島
市
に
落
と
さ
れ
た
。
「
宇
宙
の

最
も
根
本
的
な
力
を
利
用
す
る
原
子
爆
弾
」
と
し
て
大
統
領
に
説
明
さ
れ

た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
内
に
も
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
と
い

う
物
質
を
爆
薬
と
し
て
利
用
し
た
と
い
う
。
こ
の
兵
器
は
他
に
も
様
々
な

名
前
を
も
つ
―
例
え
ば
「
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
壊
変
爆
弾
」
と
い
う
の
は
、
去
る

七
月
十
七
日
メ
ル
ボ
ル
ン
で
の
講
義
で

R
A
A
F

の
ピ
サ
ー
（Pither

）
航

*12

空
団
長
が
提
案
し
た
名
称
で
あ
る
。
こ
の
講
義
の
内
容
が
ワ
シ
ン
ト
ン
に

報
告
さ
れ
る
と
、
団
長
は
戦
争
一
の
大
秘
密
を
漏
ら
し
た
容
疑
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
事
実
上
、
米
国
で
行
わ
れ
て
い
る
極
秘
研
究

の
詳
細
を
ピ
サ
ー
航
空
団
長
が
知
っ
て
い
た
は
ず
が
な
く
、
全
く
の
偶
然

に
ち
が
い
な
い
。
ピ
サ
ー
団
長
は
同
講
義
で
、
ド
イ
ツ
軍
も
そ
の
降
伏
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
「
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
壊
変
爆
弾
」
の
研
究
を
進
め
て
い
た
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。
ド
イ
ツ
領
土
内
の
爆
弾
開
発
基
地
に
対
す
る
「
時
宜
を

得
た
攻
撃
」
に
よ
っ
て
「
英
国
は
か
ろ
う
じ
て
惨
害
な
い
し
壊
滅
を
免
れ

た
」
と
い
う
。

名
称
な
ど
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
そ
し
て
最
初
の
現
場
報
告
の
信
頼
度
が

ど
う
で
あ
っ
て
も
、
広
島
に
落
と
さ
れ
た
爆
弾
の
効
果
は
想
像
を
絶
し
、

言
葉
で
表
し
き
れ
な
い
無
残
な
も
の
で
あ
っ
た
。
都
市
の
大
部
分
は
壊
滅

し
、
被
爆
地
区
内
の
全
て
の
生
き
物
か
ら
命
が
奪
わ
れ
た
。
長
崎
に
落
と

さ
れ
た
爆
弾
に
よ
る
惨
害
は
あ
る
い
は
こ
れ
を
超
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

最
も
無
惨
で
致
命
的
な
こ
の
科
学
の
発
明
を
前
に
し
て
は
、
人
間
は
無
力

で
あ
る
。
一
度
標
的
へ
投
下
さ
れ
爆
発
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
え
ば
、
爆
心
地

か
ら
半
哩
以
内
で
は
、
地
上
に
も
地
下
に
も
逃
げ
る
場
所
が
な
く
、
強
い



58

者
も
弱
い
者
も
無
差
別
に
消
し
去
ら
れ
た
。
す
べ
て
は
一
瞬
に
し
て
光
と

火
と
破
壊
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
う
。

戦
争
に
は
戦
争
の
理
屈
が
あ
り
、
日
独
伊
枢
軸
を
戦
場
だ
け
で
な
く
実

験
室
に
於
い
て
も
破
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
も
し
敵
国
が

さ
き
に
原
爆
を
発
明
し
た
事
態
を
仮
に
想
像
す
れ
ば
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
、

ロ
ン
ド
ン
、
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
、
モ
ス
ク
ワ
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
、
マ
ニ
ラ
、

ダ
ー
ウ
ィ
ン
な
ど
に
対
し
て
行
わ
れ
た
無
慈
悲
な
虐
殺
と
破
壊
は
ス
ケ
ー

ル
を
増
し
て
世
界
各
地
で
繰
り
返
さ
れ
、
ま
た
海
上
に
於
い
て
も
こ
の
恐

ろ
し
い
兵
器
が
使
用
さ
れ
た
に
ち
が
い
な
い
。
彼
ら
の
目
的
は
世
界
支
配

に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
原
子
爆
弾
を
最
初
に
実
現
し
た
の
は

敵
国
で
は
な
く
、
民
主
主
義
の
国
々
だ
っ
た
こ
と
は
、
人
類
の
未
来
に
と

っ
て
幸
い
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
時
が
経
て
ば
わ
か
る
だ
ろ
う
。

（
『T

he
B
ulletin

』
十
五
日
水
曜
日
）

日
本
に
対
す
る
恐
怖
は
原
爆
の
報
道
に
於
い
て
明
ら
か
に
英
米
へ
の
依
存

心
に
つ
な
が
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
に
も
う
一
つ
無
視
で
き
な
い
要
素
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
八
月
九
日
に
対
日
宣
戦
を
布
告
し
て
太
平
洋
戦
争
に
参
戦
し
た
ソ

連
の
動
き
に
対
す
る
疑
惑
で
あ
る
。
ソ
連
は
日
独
伊
枢
軸
国
の
敗
北
後
、
英

米
と
並
ん
で
勝
利
の
側
か
ら
戦
後
の
世
界
秩
序
を
確
立
し
て
い
く
権
威
の
一

つ
と
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
聞
で
注
目
さ
れ
た
。F

at
M
an

の
投
下

を
報
道
し
た
十
日
金
曜
日
の
『T

he
A
ge

』
の
第
一
面
で
は
、
以
上
引
用
し

た
記
事
「
長
崎
に
原
子
爆
弾
」
は
紙
面
の
右
端
に
あ
り
、
面
積
で
い
え
ば
わ

ず
か
一
割
弱
で
あ
る
。
残
り
の
九
割
中
凡
そ
八
割
は
「
ロ
シ
ア
軍
満
州
に
突

入
・
赤
軍
参
戦
・
極
東
戦
の
早
い
終
結
が
期
待
さ
れ
る
」
な
ど
ソ
連
参
戦
に

関
す
る
報
道
が
占
め
て
い
る

―

日
本
の
降
伏
に
至
る
「
決
定
的
な
行
動
」
と
も
な
り
得
た
ソ
連
の
対
日
参

戦
の
重
要
性
を
減
少
し
、
「
米
国
が
戦
後
い
っ
そ
う
有
利
な
立
場
に
立
つ
と

い
う
希
望
に
、
幾
分
な
り
と
も
よ
る
も
の
」

と
し
て
の
原
爆
投
下
の
地
政
．
．

*13

学
的
な
意
味
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
認
識
さ
れ
て
い
た
。
日
本
の
降
伏
を

．初
め
て
伝
え
た
十
一
日
の
『T

he
A
ge

』
で
こ
の
認
識
は
ソ
連
の
動
き
へ
の

注
意
と
し
て
表
れ
る

―
原
爆
と
ロ
シ
ア

申
出
で
の
動
機―

ワ
シ
ン
ト
ン
・
十
日
・
Ａ
Ｐ
Ｐ
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ロ
シ
ア
は
日
本
が
降
伏
を
申
し
出
る
僅
か
二
日
間
前
に
参
戦
し
た
。
ロ

シ
ア
の
突
然
の
参
戦
宣
言
は
、
原
爆
の
出
現
で
日
本
が
予
想
よ
り
早
く
敗

北
を
認
め
る
だ
ろ
う
と
い
う
推
測
に
基
づ
い
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
信
頼

す
べ
き
情
報
源
に
よ
れ
ば
、
ス
タ
ー
リ
ン
首
相
は
ポ
ツ
ダ
ム
会
談
で
ロ
シ

ア
が
八
月
十
五
日
か
ら
参
戦
す
る
意
を
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
に
伝
え
た
そ

う
で
あ
る
。
ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
が
参
戦
期
日
の
繰
り
上
げ
を
初
め
て
知

っ
た
の
は
参
戦
宣
言
の
前
日
す
な
わ
ち
八
日
で
あ
っ
た
と
い
う
。
ワ
シ
ン

ト
ン
で
は
、
米
国
に
よ
る
原
子
爆
弾
の
使
用
を
知
っ
て
か
ら
ソ
連
は
参
戦

の
期
日
を
繰
り
上
げ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
参
戦
宣
言
を
繰
り
上
げ
た
ソ
連
の
動
機
が
注
目
さ
れ
る
一
方
、

原
爆
を
投
下
し
た
ア
メ
リ
カ
の
動
機
に
対
す
る
分
析
が
全
く
欠
け
て
い
る
。

当
時
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
聞
を
見
渡
す
限
り
、
戦
争
を
早
く
終
わ
ら
せ

る
た
め
に
と
い
う
固
定
し
た
見
解
し
か
見
当
た
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
《
戦

後
》
は
一
つ
の
盲
点
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
戦
後
《
核
時
代
》
の
産

．
．

業
に
於
け
る
世
界
秩
序
は
早
く
か
ら
議
論
さ
れ
た

―

原
爆
で
イ
ギ
リ
ス
国
威
向
上

―
本
紙
特
派
員
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
八
日

現
在
、
原
子
力
の
秘
密
を
知
っ
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
・

カ
ナ
ダ
の
三
ヶ
国
の
み
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
に
と
っ
て
そ
の
特
権
は
国
威

を
見
事
に
発
揚
し
、
終
戦
後
の
平
和
に
於
い
て
も
利
益
を
生
み
出
す
カ
ギ

と
な
る
だ
ろ
う
。
産
業
革
命
当
時
、
世
界
の
最
先
端
に
た
っ
た
イ
ギ
リ
ス

の
産
業
は
、
原
子
力
の
使
用
に
よ
っ
て
再
び
活
気
を
取
り
戻
す
に
ち
が
い

な
い
。
戦
後
、
原
子
力
を
産
業
に
役
立
た
せ
る
た
め
の
世
界
規
模
の
技
術

競
争
が
予
想
さ
れ
る
。
英
米
の
科
学
者
が
現
在
そ
の
研
究
で
先
駆
け
を
し

て
い
る
と
は
い
え
、
努
力
を
怠
る
と
他
に
追
い
越
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
と
っ
て
も
原
爆
は
国
威
の
向
上
に
つ
な
が
る
。
爆
弾

の
原
料
と
な
っ
た
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
と
い
う
白
く
光
沢
の
あ
る
金
属
は
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
国
内
に
か
な
り
埋
蔵
さ
れ
て
お
り
、
我
が
国
は
世
界
有
数
の
供

給
国
で
あ
る
。
*14

（
『C

ourier
M
ail

』
九
日
木
曜
日
）

新
し
い
原
子
力
の
可
能
性

―
ロ
ン
ド
ン
・
七
日
・
本
紙
特
派
員
及
び
Ａ
Ａ
Ｐ

十
五
年
以
内
に
は
テ
ィ
ー
カ
ッ
プ
一
杯
の
燃
料
で
大
型
船
を
走
ら
せ
る

原
子
力
エ
ン
ジ
ン
が
開
発
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
今
日
、
英
国
政
府
飛
行
機
製

造
省
の
代
表
者
が
そ
う
語
っ
た
。
さ
ら
に
「
そ
の
段
階
に
達
し
た
ら
、
燃

料
コ
ス
ト
が
殆
ど
か
か
ら
な
い
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
中
の
全
家
庭
に
暖
房
用

の
電
気
を
無
料
で
提
供
で
き
る
に
ち
が
い
な
い
。
」
イ
ギ
リ
ス
・
デ
イ
リ

ー
エ
ク
ス
プ
レ
ッ
ス
紙
の
あ
る
情
報
源
に
よ
る
と
、
原
爆
に
含
ま
れ
て
い

た
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
は
わ
ず
か
一
オ
ン
ス
（
二
八
グ
ラ
ム
）
未
満
だ
っ
た
と
い

う
。

（
『T

he
M
ercury

』
（
ホ
バ
ー
ト
）
八
日
水
曜
日
）

と
こ
ろ
が
、
平
和
的
な
産
業
に
於
け
る
原
子
力
の
可
能
性
が
強
調
さ
れ
て

も
、
最
終
的
に
は
核
戦
争
の
脅
威
に
結
び
つ
い
て
語
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
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で
あ
っ
た
。
以
上
引
用
し
た
『T

he
M
ercury

』
の
記
事
「
新
し
い
原
子
力

の
可
能
性
」
は
次
の
よ
う
に
続
く

―

イ
ギ
リ
ス
・
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
紙
の
社
説
で
は
「
こ
の

恐
ろ
し
い
兵
器
が
私
た
ち
と
同
じ
人
間
に
対
し
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
を
思

え
ば
ぞ
っ
と
す
る
。
し
か
し
、
日
本
に
対
す
る
使
用
は
正
当
で
あ
っ
た
。

攻
撃
の
正
否
は
爆
弾
の
大
き
さ
で
決
ま
る
も
の
で
は
な
い
」
と
あ
る
。
さ

ら
に
、
戦
後
、
ド
イ
ツ
に
対
す
る
扱
い
方
を
考
え
る
時
に
、
原
子
力
の
存

在
は
大
き
く
関
係
し
て
く
る
と
述
べ
た
。
「
ド
イ
ツ
の
科
学
者
が
復
讐
心

に
燃
え
て
、
核
兵
器
の
開
発
を
こ
っ
そ
り
進
め
る
可
能
性
に
注
意
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」

ま
た
、
以
上
引
用
し
た
十
五
日
刊
『T

he
B
ulletin
』
の
記
事
で
は
、
「
い

ず
れ
時
が
経
て
ば
わ
か
る
だ
ろ
う
」
の
続
き
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る

―

決
断
に
至
る
ま
で
連
合
国
の
指
導
者
た
ち
は
長
い
間
議
論
し
、
躊
躇
し

た
に
ち
が
い
な
い
。
原
子
爆
弾
使
用
の
背
景
に
は
、
戦
争
で
疲
弊
し
た
イ

ギ
リ
ス
国
民
の
苦
痛
、
硫
黄
島
や
沖
縄
で
ア
メ
リ
カ
が
受
け
た
損
害
に
対

す
る
考
慮
や
、
日
本
本
土
を
侵
略
し
た
場
合
に
予
想
さ
れ
た
無
残
な
殺

戮

さ
つ
り
く

戦
と
連
合
軍
捕
虜
に
対
す
る
報
復
虐
殺
な
ど
を
避
け
よ
う
と
す
る
考
え
が

あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
の
帝
国
主
義
・
領
土
拡
張
主
義

を
防
ぐ
目
的
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
対
抗
不
可
能
な
兵
器
は
第
一
に
日

本
の
降
伏
を
即
座
に
引
き
出
す
た
め
に
使
用
さ
れ
、
そ
の
意
味
に
於
い
て

は
成
功
し
た
。
成
功
し
た
以
上
は
、
正
当
だ
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

一
方
、
原
子
爆
弾
の
使
用
に
関
し
て
、
我
々
は
少
な
か
ら
ぬ
不
安
を
感

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
戦
争
中
、
日
本
の
兵
隊
は
時
に
悪
魔
の
よ
う
に

残
酷
な
行
動
を
と
っ
た
。
こ
れ
は
事
実
で
あ
り
、
戦
争
犯
罪
の
責
任
を
追

及
す
る
必
要
は
当
然
あ
る
。
し
か
し
責
任
を
負
う
べ
き
者
は
例
外
な
く
男

性
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
原
爆
投
下
当
時
の
広
島
や
長
崎
の
人
口
の
大
部

分
は
女
性
・
子
供
で
あ
っ
た
。
投
票
権
を
も
た
な
い
女
性
は
戦
争
の
指
導

と
は
無
縁
で
あ
り
、
子
供
た
ち
は
み
ん
な

―
米
陸
軍
元
祖
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
の
言
葉
を
借
り
れ
ば

―
無
国
籍
で
あ
る
。
原
子
爆
弾
の
使
用
は
、

離
島
の
軍
事
施
設
に
限
定
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
投
下
前
後
に
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
大
量
配
布
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
非
常
に
残
念
だ
っ
た

と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

最
初
の
原
爆
が
広
島
の
上
で
爆
発
し
た
瞬
間
か
ら
こ
の
戦
争
の
終
結
は

確
実
に
な
っ
た
が
、
し
か
し
一
方
、
原
爆
の
誕
生
に
よ
っ
て
さ
ら
に
大
き

な
恐
怖
が
到
来
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
白
人
よ
り
数
で
勝
る
有
色
人

種
の
反
応
は
い
か
な
る
も
の
か
？
憎
悪
や
憤
慨
の
あ
ま
り
、
集
団
や
共
同

体
の
間
に
戦
い
が
発
生
す
る
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
現

在
、
英
語
圏
を
含
め
て
世
界
各
地
で
起
こ
り
つ
つ
あ
る
共
産
主
義
的
内
戦

を
防
ぐ
た
め
に
原
爆
を
役
立
た
せ
る
の
だ
ろ
う
か
？
戦
争
後
の
混
乱
の
中

で
、
機
械
や
科
学
兵
器
で
世
界
を
脅
か
す
か
も
し
れ
な
い
過
激
的
な
集
団

を
止
め
る
た
め
に
も
使
え
る
の
か
？
人
間
が
人
間
を
殺
す
た
め
に
発
明
し

う
る
も
の
に
は
限
り
が
な
い
。
こ
の
地
球
上
で
人
間
の
生
存
が
脅
か
さ
れ

て
い
る
と
い
う
認
識
が
広
ま
っ
た
ら
、
犯
罪
者
階
級
や
一
般
市
民
の
行
動

へ
の
影
響
は
？

現
代
か
ら
み
て
少
し
滑
稽
な
語
り
口
で
あ
る
。
当
時
『T

he
B
ulletin

』
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の
モ
ッ
ト
ー
は
「
白
人
の
た
め
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
」
（A

ustralia
for

the

W
hite

M
an

）
で
あ
り
、
同
時
代
の
メ
デ
ィ
ア
の
中
で
も
白
豪
主
義
や
反
共

思
想
へ
の
偏
り
が
強
い
。
し
か
し
、
こ
の
滑
稽
な
質
問
の
連
発
は
そ
れ
以
上

に
、
来
た
る
べ
き
新
時
代
に
対
す
る
不
透
明
な
恐
怖
を
表
わ
し
て
い
る
。
こ

の
恐
怖
は
当
時
の
他
の
新
聞
記
事
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
る

―

勝
利
と
脅
威

（
中
略
）
原
爆
は
人
類
全
体
に
と
っ
て
重
要
な
教
訓
と
な
っ
た
。
人
間

の
争
い
は
も
は
や
個
人
の
武
勇
の
問
題
で
は
な
く
、
寧
ろ
人
間
共
同
体
を

無
差
別
に
破
壊
す
る
非
個
人
的
な
脅
威
と
化
し
た
。
こ
の
爆
弾
は
将
来
開

発
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
原
子
力
の
よ
り
恐
ろ
し
い
使
用
法
の
た
だ
の
前
触
れ

に
す
ぎ
な
い
。
も
し
原
子
力
開
発
に
国
家
間
の
競
争
が
起
こ
れ
ば
、
戦
争

の
危
機
と
と
も
に
、
人
類
は
フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
博
士
の
よ
う
に
自

ら
絶
滅
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
こ
の
恐
る
べ
き
新
兵
器
の
力

は
す
で
に
倫
理
的
な
判
断
能
力
が
欠
如
し
て
い
る
者
の
手
中
に
あ
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

人
間
が
そ
の
衝
動
を
制
御
で
き
ず
、
科
学
の
力
を
平
和
的
な
用
途
に
限

っ
て
用
い
な
け
れ
ば
、
彼
の
生
は
残
酷
で
凶
暴
な
も
の
と
化
す
の
で
あ
る
。

将
来
の
戦
争
の
可
能
性
を
考
え
る
と
あ
ま
り
に
恐
ろ
し
い
。
こ
の
地
球
上

で
生
存
す
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
は
ど
う
に
か
し
て
戦
争
を
抑
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
昔
、
国
の
運
命
は
遠
地
の
戦
い
で
決
し
、
戦
争
に
も
か

か
わ
ら
ず
庶
民
は
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
現
代

で
は
国
民
の
一
人
一
人
は
科
学
発
明
に
よ
る
驚
く
べ
き
新
兵
器
の
解
除
に

関
与
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
も
は
や
戦
争
を
人
間
化
す
る
と
か
、
非
戦

．
．
．
．
．

闘
員
を
守
る
と
い
う
程
度
の
問
題
で
は
な
い
。
推
進
薬
が
進
化
し
兵
器
の

．
．

射
程
が
ど
ん
ど
ん
伸
び
る
今
日
か
ら
、
地
球
上
の
ど
こ
に
い
て
も
想
像
を

絶
す
る
戦
禍
に
巻
き
込
ま
れ
か
ね
な
い
日
は
そ
う
遠
く
は
な
い
だ
ろ
う
。

（
『T

he
A
ge

』
八
日
水
曜
日
社
説
）

③･
･
･

フ
ラ
ン
ケ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
怪
物

以
上
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
聞
で
は
原
爆
の
使
用
に

対
す
る
不
安
や
疑
惑
が
は
っ
き
り
表
現
さ
れ
て
い
る
一
方
、
ア
メ
リ
カ
政
府

に
対
す
る
直
接
的
な
非
難
は
見
当
た
ら
な
い
。
左
は
九
日
木
曜
日
刊
『T

he

A
ge

』
第
一
面
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
だ
が
、
直
接
の
非
難
を
避
け
て
「
ア
メ

リ
カ
の
観
点
」
と
い
う
か
た
ち
で
書
か
れ
て
い
る

―

憎
悪
の
種

ア
メ
リ
カ
の
観
点―

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
本
紙
特
派
員

原
子
爆
弾
の
劇
的
な
発
表
の
直
後
に
米
国
民
を
巻
き
込
ん
だ
興
奮
と
感

激
の
波
は
今
日
い
よ
い
よ
落
ち
着
き
、
新
兵
器
の
恐
ろ
し
い
可
能
性
に
対

す
る
冷
静
な
理
解
に
変
わ
っ
て
き
た
。
こ
の
理
解
は
米
国
を
は
じ
め
と
し

て
全
世
界
に
と
っ
て
大
き
な
衝
撃
を
与
え
て
い
る
。

爆
弾
の
使
用
に
対
す
る
最
初
の
反
応
は
、
戦
争
に
早
く
結
末
を
つ
け
、
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平
和
を
保
つ
だ
ろ
う
と
い
う
楽
天
的
な
期
待
で
あ
っ
た
が
、
今
日
米
国
の

新
聞
は
全
く
逆
の
視
点
か
ら
原
爆
の
可
能
性
を
述
べ
て
い
る
。

解
説
者
の
分
析
で
は
、
世
界
に
こ
の
新
脅
威
を
も
た
ら
し
た
の
は
米
国

で
あ
り
、
戦
争
を
通
し
て
米
軍
の
爆
撃
が
日
本
の
都
会

―
す
な
わ
ち
民

間
人

―
に
主
に
向
け
ら
れ
た
事
実
は
歴
史
に
残
る
と
い
う
。
こ
の
無
残

な
爆
撃
の
記
憶
に
よ
っ
て
、
後
世
の
人
々
の
認
識
で
「
米
国
」
が
「
破
壊
」

の
同
義
語
と
化
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。
新
兵
器
は
我
々
に
勝
利
を
早
く

も
た
ら
す
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
方
憎
悪
の
種
を
よ
り
広
く
撒
き
散
ら
す

こ
と
に
も
な
る
だ
ろ
う
。
米
国
民
は
彼
ら
に
向
け
ら
れ
た
憎
悪
を
国
家
遺

産
と
し
て
子
孫
に
残
す
こ
と
に
な
る
。

原
爆
使
用
に
対
す
る
不
安
は
殆
ど
具
体
的
な
批
判
に
結
び
つ
か
ず
、
む
し

ろ
非
常
に
抽
象
化
さ
れ
た
か
た
ち
で
表
現
さ
れ
る
。
最
も
多
く
責
任
を
負
わ

さ
れ
て
い
る
存
在
は
「
科
学
」
で
あ
り
、
原
爆
を
「
科
学
者
」
の
傲
慢
と
み

る
傾
向
も
あ
る
。
例
え
ば
、
十
五
日
刊
『T

he
B
ulletin

』
の
表
紙
を
飾
っ

た
画
家
・
作
家
ノ
ー
マ
ン
・
レ
ン
ジ
ー
の
漫
画
で
は
ヒ
ロ
シ
マ
も
ア
メ
リ
カ

も
登
場
し
な
い
。
原
爆
と
剣
を
も
っ
て
、
猫
背
の
老
人
《
科
学
》
の
前
に
現

れ
た
神
罰
の
女
神
ネ
メ
シ
ス
が
人
類
に
問
い
か
け
る

―
「
小
さ
き
人
よ
、

選
べ
！
戦
争
の
終
わ
り
か
、
全
て
の
終
わ
り
か
」。

人
類
の
傲
慢
、
科
学
の
行
き
過
ぎ
と
い
う
ア
レ
ゴ
リ
ー
的
な
原
爆
物
語
は

．
．
．
．
．
．

原
爆
投
下
と
い
う
《
行
為
》
を
漠
然
と
し
た
《
歴
史
》
ま
た
は
《
教
訓
》
に

昇
華
す
る
こ
と
で
、
権
限
や
責
任
追
及
の
問
題
を
ぼ
や
か
し
て
し
ま
う
。
同

じ
原
爆
物
語
は
日
本
で
は
例
え
ば
Ｒ
・
ゴ
パ
ラ
ク
リ
シ
ュ
ナ
の
有
名
な
詩

「
ヒ
ロ
シ
マ
の
映
像
」
（
一
九
四
六
）
や
一
九
五
二
年
十
一
月
の
『
改
造
』

増
刊
号
に
載
っ
た
医
学
・
哲
学
者
永
井
潜
（
当
時
九
大
講
師
）
の
エ
ッ
セ
イ

「
人
よ
、
《
原
爆
》
を
ど
う
す
る
か
」
で
語
ら
れ
た
。
*15

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
聞
記
事
で
は
、
原
爆
投
下
の
ア
レ
ゴ
リ
ー
化
は
早

．
．
．
．
．
．

く
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
。
八
日
水
曜
日
夕
刊
『S

ydney
M
orning

H
erald

』

の
社
説
「T

he
A
tom
ic
Shape

of
T
hings

to
C
om
e

」
（
「
来
た
る
べ
き
時
代

は
原
子
的
な
か
た
ち
を
し
て
い
る
」
）
で
は
、
戦
後
の
現
実
が
「
Ｈ
Ｇ
ウ
ェ

ル
ズ
の
小
説
よ
り
奇
怪
で
恐
ろ
し
い
」
も
の
と
し
て
予
想
さ
れ
て
い
る

―

日
本
に
落
と
さ
れ
た
最
初
の
原
子
爆
弾
の
結
果
は
広
島
の
破
壊
だ
け
に

と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
の
爆
発
は
人
間
文
明
を
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
っ
た
。
太

平
洋
戦
争
の
短
縮
が
期
待
さ
れ
る
中
、
こ
の
ぞ
っ
と
す
る
よ
う
な
発
明
が

人
類
の
将
来
に
於
い
て
何
を
意
味
す
る
か
と
い
う
重
い
懸
念
が
残
る
。
火

薬
の
発
明
が
戦
争
を
根
本
か
ら
変
え
た
と
す
れ
ば
、
原
子
力
の
発
見
は
、

結
局
、
戦
争
そ
の
も
の
の
終
焉
を
意
味
す
る
だ
ろ
う

―
あ
る
い
は
、
人
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類
は
自
ら
の
手
で
滅
び
る
か
も
し
れ
な
い
。（
中
略
）

連
合
軍
が
盲
目
に
、
勝
ち
誇
っ
た
気
持
ち
で
原
爆
を
使
用
し
た
は
ず
が

な
い
。
科
学
が
彼
ら
の
手
中
に
置
い
た
こ
の
恐
ろ
し
い
兵
器
の
投
下
計
画

は
む
し
ろ
厳
重
に
、
或
い
は
凶
事
を
予
感
し
な
が
ら
も
立
て
ら
れ
た
に
ち

が
い
な
い
。
爆
弾
の
可
能
性
や
、
爆
発
で
解
放
さ
れ
る
力
に
つ
い
て
は
ま

だ
確
か
な
知
識
が
な
い
。
唯
一
確
実
な
の
は
、
日
本
は
原
爆
に
対
し
て
抵

抗
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
兵
器
を
相
手
に
し
て
は
逃
げ
よ

う
も
な
い
し
、
対
戦
の
で
き
よ
う
も
な
い
。

注
引
用
資
料
に
関
し
て
…
…
こ
こ
で
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
当
時
の
大
手
新
聞

を
主
な
引
用
資
料
と
し
て
い
る
。『T

he
S
ydney

M
orning

H
erald

』
は
一
八

三
一
年
に
、
『T

he
H
erald

』
は
一
八
四
〇
年
に
、
『T

he
M
ercury

』
は
一
八
五

三
年
に
、
『T

he
A
ge

』
は
一
八
五
四
年
に
、
『T

he
C
ourier

M
ail

』
は
一
九
三

五
年
に
創
立
さ
れ
た
。

１

A
ustralian

A
ssociated

P
ress

（
豪
州
連
合
通
信
社
）
。

２

実
際
に
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
東
部
時
間
六
日
九
時
十
五
分
に
広
島
に
投
下
さ

れ
た
。

３

ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
の
放
送
は
大
本
営
の
発
表
（
七
日
午
後
三
時
三
〇
分
）

に
基
づ
い
て
い
る
。
発
表
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た

―
「
一
、
昨
八
月
六

日
広
島
市
は
敵
Ｂ

少
数
機
の
攻
撃
に
よ
り
相
当
の
被
害
を
生
じ
た
り

二
、

29

敵
は
右
攻
撃
に
新
型
爆
弾
を
使
用
せ
る
も
の
の
如
き
も
詳
細
目
下
調
査
中
な
り
」

（
北
山
節
郎
『
全
記
録

ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ

戦
時
体
制
下
日
本
の
対
外

放
送

Ⅲ
敗
北
へ
の
道
』
田
畑
書
店
、
一
九
八
八
年
五
月
、
二
七
三
～
四
頁
）
。

４

と
こ
ろ
で
、
八
日
付
『
朝
日
新
聞
』
中
「
落
下
傘
つ
き

空
中
で
破
裂

人
道

を
無
視
す
る
惨
虐
な
新
爆
弾
」
で
は
「
市
内
に
は
相
当
数
の
家
屋
の
倒
壊
と
共

に
各
所
に
火
事
が
発
生
し
た
。
」
「
既
に
ト
ル
ー
マ
ン
の
ご
と
き
も
新
型
爆
弾
使

用
に
関
す
る
声
明
を
発
し
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
に
迷
ふ
こ
と
な
く
、
各
自
は
そ
れ

ぞ
れ
の
強
い
敵
愾
心
を
も
つ
て
防
空
対
策
を
強
化
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
あ
る
。

５

W
.
M
acm

ahon
B
all

（
編
）

P
ress,

R
adio

and
W
orld

A
ffairs;

A
ustralia’s

O
utlook.

M
elbourne:

M
elbourne

U
niversity

P
ress

一
九
三
八
年
、
二
二
頁
。

６

W
aters,

C
hristopher

‘W
ar,
D
ecolonisation

and
P
ostw

ar
S
ecurity’

（D
avid

G
oldsw

orthy

（
編
）・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
外
務
省
主
催

F
acing

N
orth:

a

century
of

A
ustralian

engagem
ent

w
ith

A
sia.

M
elbourne:

M
elbourne

U
niversity

P
ress

二
〇
〇
一
年
所
収
）
一
〇
一
頁
参
照
。

,

７

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
聞
に
と
っ
て
も
う
一
つ
の
情
報
源
は
日
本
の
対
外
放
送

で
あ
っ
た
。
ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
の
放
送
に
言
及
す
る
記
事
は
こ
こ
で
扱
う

全
体
の
四
分
の
一
ほ
ど
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
投
下
直
後
被
爆
地
の
状
況
に
関

す
る
そ
も
そ
も
の
情
報
の
乏
し
さ
や
、
日
本
軍
部
が
加
え
た
明
ら
か
な
セ
ン
サ

ー
シ
ッ
プ
も
あ
り
、
原
爆
に
関
す
る
主
要
情
報
源
と
し
て
見
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

日
本
の
メ
デ
ィ
ア
に
於
け
る
「
広
島
の
原
子
爆
弾
の
真
相
発
表
の
お
く
れ
し
実

状
」
に
つ
い
て
久
富
達
夫
情
報
局
次
長
の
説
明
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
「
八
月

六
日
の
広
島
原
爆
に
つ
い
て
は
、
何
時
間
経
つ
て
も
被
害
甚
大
と
い
う
程
度
以

上
に
は
的
確
な
情
報
は
入
ら
な
か
っ
た
（
後
か
ら
考
え
る
と
、
一
発
の
原
子
爆

弾
で
徹
底
的
に
や
ら
れ
た
た
め
普
通
爆
撃
の
時
の
よ
う
に
各
機
関
を
通
じ
て
次

々
と
状
況
が
綜
合
さ
れ
、
真
相
が
判
明
し
て
来
る
と
い
う
わ
け
に
は
行
か
な
か

つ
た
ら
し
い
）
」
。
七
日
の
情
報
局
会
議
で
は
「
対
外
的
に
は
、
か
か
る
非
人
道

的
武
器
の
使
用
に
つ
い
て
徹
底
的
宣
伝
を
開
始
し
世
界
の
輿
論
に
訴
え
る
」
そ

し
て
「
対
内
的
に
は
、
原
子
爆
弾
な
る
こ
と
を
発
表
し
て
、
戦
争
遂
行
に
関
し
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国
民
に
新
な
る
覚
悟
を
要
求
す
る
」
と
提
案
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
軍
部

は
「
国
民
の
心
理
に
強
い
衝
撃
を
与
え
る
こ
と
は
戦
争
指
導
上
反
対
で
あ
」
り
、

ト
ル
ー
マ
ン
大
統
領
の
「
原
爆
」
声
明
が
「
虚
構
の
謀
略
宣
伝
か
も
し
れ
な
い
」

と
い
う
理
由
で
反
対
し
た
（
外
務
省
編
『
終
戦
史
録
』
新
聞
月
鑑
社
、
一
九
五

二
年
五
月
、
五
四
〇
～
二
頁
）
。
こ
の
結
果
と
し
て
同
日
発
表
さ
れ
た
大
本
営

の
指
示
（
以
上
注
２
参
照
）
に
よ
っ
て
当
初
の
日
本
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
内
容
は

規
定
さ
れ
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
聞
で
は
ラ
ジ
オ
・
ト
ウ
キ
ョ
ウ
の
報
道

は
主
に
英
米
の
新
聞
報
道
を
補
足
し
、
ま
た
は
日
本
政
府
の
立
場
を
示
す
た
め

に
言
及
さ
れ
た
。

８

W
aters,

C
hristopher

‘W
ar,
D
ecolonisation

and
P
ostw

ar
S
ecurity’

（
二
〇

〇
一
）
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、
「
太
平
洋
戦
争
の
凶
暴
性
、
特
に
日
本
軍
の
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
捕
虜
に
対
す
る
容
赦
な
い
扱
い
は
、
国
民
の
記
憶
に
深
く
刻

ま
れ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
で
捕
ら
わ
れ
た
二
二
、
〇
〇
〇
人
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

人
兵
隊
の
う
ち
、
八
、
〇
〇
〇
人
以
上
は
捕
虜
収
容
所
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
。

あ
ま
り
に
衝
撃
的
な
経
験
で
あ
り
、
例
え
ば
一
九
四
三
年
前
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
捕
虜
に
よ
る
ビ
ル
マ
鉄
道
建
設
の
強
制
作
業
は
今
日
で
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
人
に
と
っ
て
第
二
次
世
界
大
戦
の
最
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
場
面
で
あ
る
」

（F
acing

N
orth

）
一
〇
六
頁
。

９

約
一
〇
・
六
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

当
初
大
本
営
の
指
示
に
よ
り
「
原
子
爆
弾
」
で
は
な
く
「
新
型
爆
弾
」
と
し
て

10
報
道
さ
れ
た
（
注
３
参
照
）
。

長
崎
の
爆
弾
ま
で
。

11

R
oyal

A
ustralian

A
ir
F
orce

（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
空
軍
）
。

12

ア
ー
シ
ュ
ン
・
マ
キ
ジ
ャ
ニ
＆
ジ
ョ
ン
・
ケ
リ
ー
『W

hy
Japan?

原
爆
投
下

13
の
シ
ナ
リ
オ
』
（
教
育
者
、
一
九
八
五
年
九
月
、
六
五
～
六
頁
）
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
八
日
の
『S

ydney
M
orning

H
erald

』
紙
に
次
の
報
道
が

14
あ
っ
た
。
「
原
子
爆
弾
の
製
造
に
使
わ
れ
た
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
の
大
部
分
は
南
豪
州

（
サ
ウ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
州
）
で
採
鉱
さ
れ
た
。
去
年
の
初
め
頃
、
チ
ャ

ー
チ
ル
英
国
首
相
は
カ
ー
テ
ン
元
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
首
相
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
採
鉱
で
き
る
全
て
の
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
を
要
求
し
た
。
我
が
国
唯
一
の
ウ
ラ
ニ
ウ

ム
鉱
床
は
南
豪
州
ア
デ
レ
ー
ド
の
北
四
百
キ
ロ
に
立
つ
ペ
イ
ン
タ
山
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
が
要
求
を
受
け
た
六
週
間
後
に
は
、
ペ
イ
ン
タ
山
ま
で
道
路

が
敷
か
れ
、
近
く
に
専
用
飛
行
場
が
建
設
さ
れ
て
、
こ
の
貴
重
な
白
い
金
属
元

素
の
米
国
へ
の
運
輸
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
。
」
（
「
ウ
ラ
ニ
ウ
ム
は
Ｓ
Ａ
か

ら
」
）
。

永
井
潜
の
エ
ッ
セ
イ
で
は
「
神
を
忘
れ
、
自
我
に
行
き
す
ぎ
る
人
間

人

15
間
は
、
彼
の
力
に
よ
つ
て
文
化
を
つ
く
つ
た
。
而
か
も
こ
の
小
賢
し
き
人
間
が
、

そ
の
力
に
陶
酔
し
、
至
高
至
貴
の
理
念
た
る
神
を
忘
れ
、
余
り
に
も
自
我
に
行

き
過
ぎ
、
利
己
を
主
張
す
る
場
合
、
自
ら
を
救
う
べ
か
ら
ざ
る
永
遠
の
破
滅
に

導
く
こ
と
に
な
る
。
恰
度
そ
れ
は
、
酵
母
菌
が
甘
い
砂
糖
を
た
べ
て
、
盛
ん
に

ア
ル
コ
ー
ル
を
造
り
、
そ
の
ア
ル
コ
ー
ル
の
た
め
に
死
滅
す
る
の
と
同
様
で
あ

る
」
（
『
改
造
』
一
九
五
二
年
十
一
月
増
刊
号
、
三
六
頁
）
。
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